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＜9月以降の予定＞
・ 9月25日(月) 東京開催 精神看護の立場からの身体合併症予防・看護/意識障害
・10月27日(金)  愛知開催 ケースで学ぶ高齢者の急変予防と対応
・11月16日(木)  広島開催 知っておきたい薬の作用と副作用
・12月14日(木) 東京開催 第2回講演会＆交流会（企画中）
平成30年
・ 1月17日(水)  福岡開催 現場における倫理を学ぶ
・ 2月 7日(木)  沖縄開催 看護過程

研修は准看護師に限らず、医療・介護に従事する職員皆さんが受講いただけます。

＜受講料＞
・非会員：8,000円・会員：4,000円
※会員とは正会員・賛助会員個人・学生会員の個人会員を指す。

＜お申込み方法＞
・スマホやパソコンから、准看協WEBページにアクセスし、「教育研修」を選択して、
あとは画面に沿って必要事項を入力します。とっても簡単です。
または、研修申込用紙を記入して、准看協へFAX送信してください。

平成29年5月19日、東京の日本医師会館にて
平成29年度第１回定期総会が開催された。
当日は多くのご来賓の方にお越しいただき、

代表して厚生労働大臣の塩崎恭久様、公益社団法
人日本医師会の横倉義武会長、四病院団体協議会
を代表して一般社団法人日本医療法人協会の加納
繁照会長より祝辞を頂き、さらに6名の国会議員
の先生方よりご挨拶を頂いた。
議事に入る前には、定足数の報告が行われ、

本会が有効に成立したことが確認された。

＜出席会員数＞ 総正会員数 4,945名中
出席者24名、委任状3,425名、議決権行使184名、
有効総数3,633名となり、過半数以上である

次に、議長の滝田浩一会長より、
議事録署名人2名を選出・選定がさ
れ、議事が進行、第1号から4号議案
まで厳粛に審議が行われ満場一致で
可決・承認された。

准看協研修会が各地でスタート

平成29年度第1回定期総会の報告

次 第
開会の辞
会長挨拶
来賓祝辞・来賓挨拶・来賓紹介
議長選任
議事録署名人の選任
議事
・第1号議案 平成28年度事業報告
・第２号議案 平成28年度決算報告
会計監査報告
・第３号議案 平成29年度事業計画
案及び予算案
・第４号議案 一般社団法人化に向
けた計画案
・その他
閉会の辞

特別講演会の報告

第１回定期総会終了後、同会場で特別講演
会を開催した。講師に、横浜市立大学付属市
民総合医療センターリハビリテーション科の
若林秀隆先生をお迎えし、「医原性サルコペ
ニアを作らないために必要なリハ栄養の視
点」をテーマにご講演頂いた。
若林先生の講演は、事例をとおしての内容

でとても分かりやすく、先生のユーモアあふ
れるお話に笑い声が時折あがっていた。
また、サルコペニア・フレイルの意義・定

義や、適切な介入で現状維持・改善できるこ
となど理解が深まった。特別講演会は終始穏
やかな雰囲気で、盛会のうちに終えた。

（参加者数121名）

第1回定期総会の様子

講演会での質疑の様子

受講生アンケート結果より（一部紹介）
Q：今後参加したいですか？
A：80％近い方が参加したいと回答
Q：.受講により理解は深まりましたか？
A：80％以上の方が深まったと回答
Q：研修内容は今後の職務に生かせると
感じましたか？
A：90％近い方が職務に生かせると回答

医療・介護のニーズが増すなか、
准看護師にも幅広い知識・技術の習
得が求められるようになった。准看
護師は、これまで以上に学習の機会
を増やし、スキルアップに努めなけ

ればならない。今後は、学習の場に
自ら積極的に参画するべきである。
准看護師への期待が高まるなかで、

いまこそ更なるステップアップを目
指すときだといえる。

自ら積極的に学習参加を！

平成29年度准看協が主催する研修情報

准看協では、准看護師のモチベー
ションやスキルアップにつながる教
育研修を実施し、看護の質の向上を
目指すことを教育事業の一つとして
いる。今年度は、7県で9回の研修会
等を開催することとなった。
すでに終了した研修会もあるが、

今後も毎月１回は研修会を実施する。
各地域での研修内容はさまざまで、
身体合併症予防・看護、高齢者の急
変時の予防と対応、看護倫理などを
基礎から学習できるため、皆さんの
学習の場として是非利用いただきた
い。

※定期総会と特別講演会の詳細は、准看協ホームページにてご確認いただけます。


